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◇ 序 論

E-Cat Kitが2020年10月から本格販売されてから、
4月末時点で200台以上の販売がされた。
ユーザーアンケートを実施したところ、
E-Cat Kit利用後の声には、

「運搬作業が楽になり、運搬時間が短縮された。」
「運搬に必要な人数が3人から2人になった」
「一輪車の段と段の間などの移動時間などあり、
トータル時間はすこし早くなったくらいだか、つか
れはかなり減った。」
「運搬効率アップで、時間的には1.5倍程度早く
なっていると思う。疲労度がマシになった。ただ運
動量減からか少し太った」

と言った点が挙げられた。
私自身も2020年7月からE-Cat Kitユーザーであり、
2020年度の収穫では大変お世話になった。

だが、しかし

E-Cat Kitのおける、効果的な測定方法につ
いて、株式会社CuboRexの寺嶋氏が求めてい
た。
私自身もE-Cat Kitを使った収穫作業で、体
感的に早くなったとは実感してるが、具体的
な数字で示せていないのが現状である。

そこで、今回は弊農園である【芦川農園】を
具体例挙げ、E-Cat Kitにおける効果的な測
定方法を算出してみる。



◇ 本 論

◆本件の効果測定における定義は

「E-Cat Kitを使用している運び手は、身体的疲労の軽減によって運搬作業量増える。

そのため、今まで運び手の役割だった者が、切り手をする時間ができる結果、一日の収穫量が増える。」
である。

今回の効果測定方式では、心拍数は加味をしない。
農業者の立場でもある芦川の所感として、挙げられる理由は

・実際の農作業時には心拍数による疲労回復の目安をする余裕が無い程、運び手は多忙。

・『E-Cat kit 効果測定実験報告書』の被験者経験から、運び手作業における持続作業においては筋疲労

の蓄積の方が身体的負担になる。

・心拍数の測定機器が手軽では無い。

以上である。
今回の効果測定はあくまでも農作業の実務レベルで計測ができるものとする。



本件の定義から基づき、E-Cat Kitを使う
ことで筋疲労が軽減され、運び手の運動
量が増えると想定される。
その結果、E-Cat Kitを利用する以前より、
E-Cat Kitの導入後の方が、各項目に変化
があると仮定する。
また、【歩数、上段階数、移動距離】の
三項目を見ることで、柑橘畑における

《細い段畑石垣上の平地畑》
《傾斜地畑》
《平野畑》

の効果が測れる。

◇ 本 論

・今回提唱する効果測定で用意するものはiPhoneである。

iPhoneのヘルスケアアプリ機能にある歩数、上段階数、移動距離を用いて効果測定を行う。

芦川が農業者として運用してる
【あっしー＠就農2年目（assy_agri）】が
フォローしている柑橘農家のiPhone利用率を調査。
フォロー数414人に対して、
柑橘農家は57人。
そのうち、iPhone利用者は32人
iPhone利用率は56％となった。

※参考データ

柑橘農家のiPhone利用率とは？
『なぜ歩数、上段階数、移動距離か』



◇ 本 論

・芦川農園における計測条件

 12月第三週の土曜日における青島みかん残払い作業

→残払いとは、木に成っているすべてのみかんを収穫する作業（良し悪し関係なくすべて収穫作業）

 時期はE-Cat Kit利用前は2019年12月21日、E-Cat Kit後は2020年12月19日を比較

 収穫箇所は画像中の赤の箇所。およそ20aの収穫作業。（作業場所は例年変わらず）

 運び手は自分、父親、父親の弟の3人

 切り手は8人

 作業時間は8時30分～16時30分の間、6時間半

 E-Cat Kitは満充電で利用

 芦川自身がiPhoneを持ち、計測を行う



◇ 芦 川 農 園 の 様 子



◇ 本 論

◆ 結 果

歩数 上段階数 移動距離

（2019年12月21日） 収穫量：152コンテナ



◇ 本 論

◆ 結 果

歩数 上段階数 移動距離

（2020年12月19日） 収穫量：188コンテナ



◇ 結 論

単位 2019/12/21 2020/12/19

作業時間 時間 6.5 6.5

収穫コンテナ数 個 152 188

一人あたりの運び出し数 個 50.6666667 62.6666667

歩数 歩 11457 17575

上段階数 階 65 100

移動距離 キロ 7.1 10.9

運び手 人 3 3

《数的データの一覧》
【考察】

歩数、上段階数、移動距離すべての項
目で一人あたりの作業量が1.5倍と
なった。
収穫コンテナ数も比較すると増加した。
各時間帯における推移も、
E-Cat Kit導入前では一時間の間に一気
に運び手を行い、その後収穫をしなが
ら休憩という流れをといったが、E-
Cat Kit導入したあとでは各時間帯で常
に動いているのが見受けられる。

また、効果測定としての効果的に見ら
れるのが、2020年12月19日の上段階
数の15時のグラフが低いが、移動距離
では比較的大きいグラフと見受けられ
る。
これは段畑では無い箇所でのE-Cat Kit
利用と分かる。

【結論】

【歩数、上段階数、移動距離】
を用いることでE-Cat Kitを利

用している農作業者の運動量が
見え、三項目を比較することで

《細い段畑石垣上の平地畑》

《傾斜地畑》

《平野畑》

という柑橘産業における畑づく
りのほとんどを網羅することが
可能であり、iPhoneだけを用
いれば効果を測ることができる
のである。


